
「道徳」の研究
捧 信之

道

徳

キーワード

他者理解　第三者の立場　バランスのよい価値観

主張

本研究は、仲間とともによりよく生きるための、イ也者理解に支えられたバランスのよい価

値観を創りあげることを目指した。

仲間とともによりよく生きていくためには、一方的な価値観に偏よるのではなく、相手の

立場や気持ちを理解したバランスのよい価値観をもつことが大切であるo

従来、信頼・友情等「主として他の人とのかかわりに関する内容」を取り上げた「道徳」

は、当事者の立場になり、当事者の心情を理解することに重きが置かれていた。しかし、そ

れぞれの当事者のJじ＼情を理解することにとどまり、双方の立場を理解しながら問題を解決し

ていくことには必ずしもつながっていなかった。そこで、第三者の立場に立ち双方が納得で

きるような解決策を考えていくことで、バランスのよい価値観を創りあげることができると

考えた。
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仲 く生きるための ､ 他者理解に
ス の よ い価値観を創りあげる ｢ 道徳｣

1 . ｢ 道徳｣ で求め る子 ども

研究主題 ｢ 創造的な知性を培う｣ の もと､ ｢ 道徳｣ で 求め る子 ども像を ｢ 仲間とと もによりよ

く生きるため の ､ 他者理解に支えられた バ ラ ンス の よ い 価値観を創りあげる子 ども｣ と設定した ｡

今､ 社会の 現状 として｢ 人と人との 杵が弱くな っ て い る ｡ 仲間との か かわりが弱くなっ て い る ｡｣

と い う指摘 がなされて い る｡ 当校の 子 どもたちもか か わりが薄か っ たり､ 仲間同士の トラ ブル を

自分たちで解決 して い こうとい う姿勢が弱か っ たりする ｡ こ の ような社会の 現状や 当校の 実態を

受け､ 上記の 子 ども像を設定し､ 研究を進め る こ ととした ｡

従来､ 信頼 ･ 友情等､ ｢ 主と して他の 人との かか わりに関する内容｣ を取り上げた ｢ 道徳｣ は ､

当事者の 立場になり､ 当事者の 心情を理解する ことに重きが置かれて い た ｡ 当事者の心情に寄り

添う ことは大切な ことで あるが､ そこ に生 じて い る問題を解決する こ とには必ずしも つ なが っ て

い なか っ た面がある ｡ そ こ で ､ 本研究で は ､ 日常の 中に見られる仲間同士 の トラブ ル とい う問題

場面におい て第三者の 立場 に自分を重ね､ 当事者になっ て い る複数の 登場人物 の 立場や気持ちを

考えながらお互 い が納得できるような解決策を考えて い く ｡ その こ とにより ､ 双方の立場や気持

ちを理解したバ ラ ンス の よ い 価値観を創りあげる こ とを目指した｡

求める子ども

仲間とともによりよく生きるための ､ 他者理解に支えられたバランスのよい価値観を創りあげる子ども

求める学び

第三者の立場に立ち､ 双方の立場や気持ちを理解しながらお白いが納得できるように問題を解決していく学び

2 . 仲間 とともに より よく生 きる た め の ､ 他者理解 に 支え られたバ ラ ン ス の よ い 価値

観を創り あげる カ リ キ ュ ラ ム改善の視点

人と人との 粋が弱くなりつ つ ある社会や当校の 実態を踏まえ､ また､ ｢ 道徳｣ がすべ ての 学習

や生活の基盤として の 人間関係をよ りよ い もの にして い くため の 要となる時間として ､ 人との か

かわりを重視 し､ 各学期 に ｢ 主として他の 人との かか わりに関する 内容｣ を複時数扱い の 重点主

題と して設定して い く ｡

低学年で は ､ 身近な友達の トラブ ル に つ い て ､ 第三者の 立場 に立ち双方の 気持ちを思 い や りな

がら
､
お 互 い に伸よく活動 したり理解 し合 い 助け合 っ たりしなが ら解決 して い く場面を繰り返 し

取り上 げる ｡

中学年で は ､ 仲間や学級 の トラブ ル に つ い て ､ 第三者の 立場 に立ち双方の 立場や気持ちを理解

しなが ら､ 互 い に理解し合 い ､ 信頼 し合 い ､ 助け合 っ て い きながら解決 して い く場面を繰り返 し

取り上げる ｡

- 1 6 0 -



高学年で は ､ 仲間や学級の トラ ブル につ い て ､ 第三者の 立場に立ち複数の 立場や気持ちを理解

しながら､ 相互に信頼し合 い ､ 学 び合 い ､ 男女協力 しながら友情を高め ､ 解決して い く場面を繰

り返 し取り上げる ｡

3 仲間とともに より よく生きる ため の ､ 他者理解に支えられたバ ラ ンス の よ い 価値

観を創りあげる授業改善の方策

(1) ｢道徳｣ で はぐくむ ｢感性 ､ 科学的な感性､ 科学的なものの見方 ･ 考え方｣

(2) ｢感性 ､ 科学的な感性､ 科学的なものの見方 ･ 考え方｣ を働か せた学び

(力 学習過程

道徳的問題を自分

の 問題としてとら
える｡

様々 な事実や見方 ･

考 え 方から自分を

見つめ直していくo

(多 大切 にした い働きかけ

ア 日常生活の 中であり得そうな問題場面を視覚や聴覚に訴えながら提示する こ とで ､ 生活

経験を想起 したり､
イ メ ー ジを持 っ たりしなが ら考えられるようにする ｡

イ 場面の状況や双方の 登場人物 の気持ちな どに目を向けて い くため に ､ また､ お互 い が納

得で きるように問題を解決す るため に ､ 双方の 立場や気持ちを考える第三者の 立場 とし

て役割演技を行っ て い く ｡

4 . ｢ 道徳｣ の 評価方法に つ い て

｢ 道徳｣ で は ､ ｢ - が分か っ たか｣ ｢ - が理解で きた か｣ な どの 認知的な評価や ､ ｢ - がで きたか｣

｢
- が身に付 い た か｣ などの ような行為 の 変化を見取 る評価は馴染み にくい 場合が多い ｡

そこで ､ 本研究と照らし合 わせて ､ 関心 ･ 意欲 ､ 科学的な感性､ 思考
･

判断 (科学的なもの の

見方 ･ 考え方) に つ い て評価を行う｡ 評価方法として は ､ 学習の 終末に自分の 成長を振り返る ｢ 心

の 成長作文｣ を書い て い く こ とを取り入れる｡ 低学年にお い て は ､ 子 どもの 発言 ､ 表情､ 記述な

どから見取っ て い く こと とする ｡
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Ⅱ 実践の概要

第1 学年 ｢ な かなおり｣ 主な内容項目 2 (3) 信頼 ･ 友情

1 . 第三 者の 立場に立 っ て､ 双方の気持ちを考え､ お 互 い が納得で き るよう な解決策

を考えて い きながら､ バ ラ ンス の よ い価値観を創りあげる学び

本主題で は ､ 日常生活の 中にも見られる虫捕りの ための 綱の 取り合 い にな っ て しまう道徳的問

題場面を取り上げる ｡ 従来の ｢ 道徳｣ なら､ 取り合 い にな っ た当事者の 立場や気持ちを理解 して

い く こ とに重点がおかれるだろう｡ しか し､ それ だけで は仲よ くして い くた めの 解決策は 出て こ

な い ｡ そこで ､ 本主題で はそこ に居合 わせ た第三者の くまおの 立場として ､ 取り合 い にな っ て し

ま っ たとらおとうさこ双方の 立場や気持ち に目を向けて い く ｡ そして ｢ 二 人を仲よくさせ るため

に何と言えばよ い の か｣ と いう､ くまおの 行為を考えて い く｡ ｢ うさこ の 気持ちを思 い や っ たと

らお へ の言葉がけ､ とらおの 気持ちを思 い や っ たうさこ へ の 言葉がけ｣ を しながら､ お互 い が納

得できるような解決策を考えて い くこ とで ､ 双方の気持ちを大切 にしたバ ラ ンス の よ い 価値観を

創りあげる こ とがで きると考えた ｡

2 . 主題の 構想

(1) 主題の目標

虫捕りに行 っ て綱の 取り合 い になっ て しま っ た場面で の登場人物の 行為や気持ちを明らかに

したり ､ よりよ い 行為を考えたりする 中で ､ 友達と仲よくして い くため に は ､ 双方の 気持ちを

考えて よりよ い 行為を決めて い くこ とが大切である こ とに気付 き､ これからも相手の 気持ちを

考えながら友達と仲よく して い こうと意欲を高め る こ とがで きる ｡

( 2) 追求の構想 ( 2 時間)

鉄棒 したりして仲 よく して い るよ｡ みんな とポケモ ンご つ こを して 仲よく して い るよ｡

道徳的問題場面の 提示
′

′

とらおさんとうさこさんとくまおさんは､ とても仲良しです｡ 今 日もー緒に虫捕りに出かけました ｡

i チ ョ ウが飛ん でいたので､ とらおさんが綱を持 っ て追 いかけました
｡ もう少しで捕まえられそうになる

: の ですが ､ なかなかつ かまりません ｡ とらおさんが いつ まで も網を持 っ て い るので ､ うさ こ さんが ｢ わ
I

; たしにもかして｣ と書 い ましたが ､ とらおさんは ｢ もう少し､ もう少し｣ と言 っ て なかなか賀してくれ

; ません .
そ の うちに､ うさ こ さんは待ちきれなくなり ｢ とらおさん早く網を賀して よ｣ と言 っ て 綱を取

; ろうとしました｡ ｢な にするんだよ. S 捕 まえられそうだ っ たの に! ｣ ｢早く賀してよ ! ｣ 2 人 はとうと
l

､
､
う網の 引っ∃辰り合いになっ てしまいました. それ を見ていたくまおさんは因 っ てしま いました｡

′

とらお ｢ せ っ かく捕まえ られそうだ っ たの に何するんだよ｣ うさ こ ｢私だ っ てやりたいの ｡ 早く賀 して o ｣ 等

◎ 二 人を仲よくさせ るために ､ くまぁさんは二 人に何と言えばよ い の だろう ?

｢ とらおさん ､ うさこさんがかわいそうだか らちょっ と網を賀してあl淵
/

t ぱoJ ｢うさこ さんもむりやり取らないで順番に使おうっ て言えばo ｣ 等

自分も相手の 気持ちを考えて仲よく していきたい ｡ 喧嘩してる人がいたら相 手の こ とを考えて仲 よくす るよう言 いた い.
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3 . 授業の実際

(1) どう して取 り合 い にな っ たの かな ? くまぁ さんの立場にな っ て二 人の気持ちを考え よう｡

明子さんは ､ 何事にも前向きに取り組むよ さを持 っ て い る ｡ 人の 話を素直に聞き入れ､ 良い

こ とや悪 い ことの 判断をしっ かりとして い く ｡ そして ､ ｢ 悪 い こ とはだめ｡｣ とは っ きりと考え

て くる ｡ ただ､ 現象面だけで判断しがちで その奥にある気持ちを理解しようとする面で はまだ

弱さがある ｡ そこ で ､ トラ ブ ル があ っ た とき の それぞれの 立場や気持ちを理解して い く こ と ､

さらには ､ その 理解をもとに相手を思 い やりながらお互 い が納得できるようなよりよ い 解決策

を考えて い っ て ほ しい と願 っ た ｡

1 時間目は ､ 最初 に友達と仲よく して い る経験 を話 してもら っ た後､ 虫捕りに行 っ て 網の 取

り合 い にな っ て しまう紙芝居を提示した ｡

< 紙芝居 (自作資料) >

紙芝居を視聴した後､ 明子さん は ､ ｢ うさこ さんは網を貸して もらえなくて かわい そう｡｣ と

感想 を述 べ て い た ｡ 浩太さん が ｢
一 緒 に使えばよか っ た の に ､ 貸して くれなくて喧嘩にな っ

た ｡ ｣ と喧嘩にな っ た理 由を述 べ て きた こ とを受けて ､ 役割演技を しながら ｢ どうして喧嘩に

な っ た の か｡ ｣ を確か めて い く ことに した ｡

明子さん はくまお にな っ て役割演技 をし､ ｢ うさ こ さん も網を使 い たか っ たと思う ｡ とらお

さんも蝶がせ っ かく捕れそうだっ たの に ､ じゃまさ

れて怒 っ て い る ｡｣ と二 人 の状況や気持ち に目を向

けてきた ｡ 感性 ｢ 双方の 登場人物 の立場や気持ちに

目を向ける力｣ を働かせ ､
とらおさん とうさ こさん

の立場やそれぞれの 気持ちをとらえ ､ 視点を拡張さ

せ てきた姿である ｡

そ こ で ､ ｢ それを見て い るくまおさん は どう思 っ

て い るの だ ろうか｣ と働 きか けた ｡ 陽子さ んの ｢ く

まおさん は因 っ て い る と思う｡｣ に続 けて 明子さん

は ｢ 二 人は順番に使えば い い の に､ と思 っ て い る｡ ｣

と発言 した｡ 双方の 立場や気持ち に目を向け､ ｢ ど

うしたら仲良くできるか ? ｣ に つ い て自分の考えを

持ち始めて きた状況である ｡ そこ で ｢ 二 人を仲よ く

させ るため に ､ くまおさん はなん と言 えばよ い の だ

ろう｡ ｣ に つ い て 考える場を設定した ｡
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< 役割演技をしながら状況や気持

ちを確かめて いく子どもたち >

< 二 人の気持ちに つ い て発言する明子さん >



(2) 二 人を仲よくさせ るために は
､
くまぁ さんは何と言え ばよ い の だろう｡

明子さん は ､ プリ ントに次の ように記述 した ｡

◎ふた りをなかよくさせ る ため に ､ くま

おさん は ､ ふ たりになんと い えばよ い

の だろう?

とらお さんに

あみ は ､ とらお さんの もの じゃ な い

ん だか らみ ん な にか して あげ る ん だ

よ ｡

うさこさんに

と らお さん にち ょ うち ょ とれ そう

だ っ た の に じゃ ま して ごめん ね っ て

い っ た らとらおさんが あみ かしてくれ

るかもよ ｡

< 明子さ んの プリ ン ト記述>

くまおにな っ てとらおとうさ こ へ の 言葉が

けを考えた プリ ン ト記述から､ 科学的な感性

｢ 双方の 登場人物の 立場や気持ちを考えなが

ら､ 第三者 と して取り得 る行為を見出す力｣

を働 かせ ､ ｢ と らおさん に はみ んなに貸して

あげる ように言う､ うさ こ さ んに は じゃ まし

た こ とをあや まるように言う｣ とい うふうに､

くまおの行為に つ い て自分の 考えを絞り込ん

で い っ た姿が読み取れる ｡

< 発表した い ｡ 真 っ 先に挙手する明子さん >

< 発言する明子さ ん >

2 時間目｡ 明子さんは ､ 自分の 考えを発表した い と待ち構えて い たかの ように､ 真 っ 先に挙

手した ｡ 発表の 中で明子さん は ｢ 網はとらおさんの もの じゃな い んだからうさこさん に貸して

あげる んだよ ｡ うさ こ さん ､ 勝手に取 ると網を貸して くれ ない かもよ ｡ ｣ と発言 した ｡ その他 ､

｢ けん か はや めようよ ｡ 何 で順番に使わ なか っ た の ｡ うさ こさん はまだ 1 度も使 っ てな い から

貸して あげて ｡ うさ こさんも無理矢理とらない 方が い い かも｡ ごめんね っ て言えば｡ ｣ 等､ 様々

な意見が出てきて ､
どうした ら本当にうまく い くの か確かめて みた い状況が生まれて きた ｡ そ

こ で ､ 本当にうまくい くか どうか子 どもたちはくまおになり ､ 教師がうさこ ととらお役をや っ

て役害[J 演技を しながら確かめ て い く活動を組織した｡

( 3) 二 人の 気持ちを考えなが らより よ い 方法を考えよう｡

役割演技 の 中で ､ 明子 さん はまず ｢ とらお さん ､ 網を い っ ぱ い 使 っ た んだからそろそ ろ網を

貸 してあげてね｡ ｣ と言 っ て きた ｡ とらお役の 教師が ｢ だ っ て ､ ぼくまだ蝶を捕 っ て な い んだ

もの ｡｣ と言うと ､｢ じ ゃ あ､ うさ こさん に捕っ て もらえばい い じ ゃ な い ｡｣ と言 っ て きた ｡ ｢ で も､

ぼくが捕りた い んだけどな ｡｣ と教師が続ける と､ 明子さん は言葉に詰まる ｡ ｢ うさこ さん に捕 っ

てもらえば っ て いうの は ､ うさこ さんの こ とを思 っ て言 っ て い るの ｡｣ と教師が尋ねる と ｢ うん ､
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綱を使えなくて かわい そうだから｡｣ と言 っ て きた ｡ うさ こ の気持ちを考えた とらお へ の 言葉

が けを考えてきた明子さんで ある｡ また ､ うさこ に対して は､ ｢ うさ こ さん はとらおさん に
一

緒に使おうっ て言えばい い と思うよ ｡｣ と言 っ て きた ｡ ｢ それはとらおさんの ことを思 っ て言 っ

て い るの ? ｣ と尋ねる と ｢ うん｣ と大きくうなずい てい た｡ とらおの ことを考えたうさこ へ の

言葉が けを してきた明子さんである ｡

< く まおにな っ てうさ こととらお へ言葉がけする明子さん >

こ の ように明子さん は ､ うさこ ととらおの気持ちを関連づ けた言葉がけを ､ 役割演技を通 し

ながら､ 再度､ 考え直して言うこ とができた ｡ 科学的なもの の 見方
･ 考え方 ｢ 双方の 気持ちを

関連づけながら見出した行為を検討 し､ よ りよ い 行為を決め て い く力｣ を働かせ ､ 相手の気持

ちを思 い や っ た解決策を考えて い る姿が読み取れる｡ 第三 者の 立場 に立 つ ことで双方の 立場や

気持ちを理解 し
一 人 一 人 - の解決策を出 して い くこ とが で きたの である ｡ しか し､ それぞれ へ

の解決策を出 して い くこ と は できた が ､
どちらも納得 で きるような解決策を示すまで には至ら

なか っ た｡

(4) 生活の 中で ､ 声をかけてい こう｡

こ の 学習を終えた数日後､ 集めた ノ ー トを配 っ て くれる よう､ 子 どもたちにお願 い したとこ

ろ､ 2 人の 子が配る ノ ー トの取り合 い を始め た｡ その とき ､ 明子さんは ､ ｢ 取り合っ ちゃ だめ

だよ ｡ 譲り合うんだよ ｡｣ と声をか けて い た｡ こ の 言葉が けをき っ か けに 2 人 は取り合 い をや

め ､ 互 い に分けて ノ ー トを配 っ た ｡ こ の ように ､ 日常生活の 中で ､ 自分が第三者 の 立場の とき

に ､ お互 い に仲よくして い こうと声をかけて い く姿を見せ てくれて い る ｡

こ の学習全体を通 して ､ また ､ 日常生活の姿を通 して ､ 第三者 の立場に立ちながら､ 双方の

気持ちを思 い や っ て い こうとする姿がよく見られた ｡ 他者理解に支えられた バ ラ ンス の よ い 価

値観を高めて きた明子さん の姿がうかがえる ｡
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Ⅲ 成果と課題
成 果

第三者の 立場 として問題を解決 しようと して い く ことで ､ 双方の 登場人物 の 立場や気持ち

をとらえながら解決策を出して い く ことがで きた

くまおの 立場 に立ち ､ ｢ 二 人を仲よ くさせ る ため に は ､ 何と言えばよ い だろう｣ に つ い て考

えて い く ことで ､ うさ この 気持ちを考えたとらお へ の 言葉がけ､ とらお の気持ちを考えたうさ

こ へ の 言葉がけを考えて い くこ とがで きた ｡ それぞれ相手 の気持ちを思 い や っ た解決策を考え

て い くこ とができたと評価する ｡

問題を解決する方法を考えるときに ､ 双方の立場や気持ちを どう関連 づ けて お互 い が納得

できるような解決策を生み 出して い くか｡

･ 双方の登場
.
人物 の 立場や気持ちをとらえながら解決策を出して い くこ とはで きた ｡ しかし､

どちらも納得で きるような解決策を示すまで に は至 らなか っ た｡ ｢ 二 人を仲よくさせ るため に

は
､ 何と言えばよ い か｣ に つ い て考えた際 ､

とらお へ ､ うさこ へ と
一 人 一 人分 けて 考えさせ た ｡

こ れは ､ それぞれに対して何を言えばよ い かは考えられるが､ お互 い が納得できる解決策を示

す ことはで きな い ｡ 二 人に対して何と言えばよ い の か ､ 分離せずに丸ごと考えて い く ことで ど

ちらも納得できるような解決策を見出して い くこ とが可能となる ｡ その ため の 追求問題 は どう

あればよ い かを検討して い くこ とが必要である ｡

課題 2

役割演技等の 活動を学習過程の 中に どう位置付 け､ それを子 どもたち自身が どう意味 づ け

て い くか ｡

道徳的問題場面の 状況と双方の 立場や気持ちに 目を向けて い くときと､ 問題を解決して い

くときに双方の 立場や気持ちを関連づ けて よりよ い 方法を考えて い くときの 2 カ所に役割演

技を取り入れ た ｡ しか し､ 役割演技が どの程度 ､ 有効に働 い て い るか に つ い て は疑問が残る ｡

そこ で ､ 以下の 点に つ い て改善を図 っ て い く｡

(1) 役割演技を通して 明らか に しなけれ ばならない 状況をつ くる ｡

その ため に ･ 双方の 立場や気持ちの何が分からな い の か､ 何を知りたい の かは っ きりさせ る ｡

･ 解決 して い く道筋を具体的にイメ ー ジ し演技 して い く｡

( 2) 上記 の 改善を図る こ と で役害順 技の 良さや意味を子供たち自身が自覚して い くようにする｡
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